
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日  時 ： 平成３０年 ７月１０日(火) 

 14:00～14:30 

 

２．場  所 ： 金沢河川国道事務所 会議室（2 階） 

（金沢市西念４丁目２３番５号） 

 

３．次  第 ： 開会及び趣旨説明 

        感謝状の贈呈 

         ・林 茂 

         ・ＮＰＯ法人 白峰まちづくり協議会 

        記録誌ＣＤの寄贈 

         ・白山市教育委員会 

         ・能美市教育委員会 

         ・川北町教育委員会 

         ・野々市市教育委員会 

         ・小松市教育委員会 

         （上記５市町内の小学校 計６１校分） 
 
 

 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ 先 
 

国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所  
流域対策課長 中山 兼一 076-264-9913（流域対策課  直通）  
 

※番号通知設定でお掛けください  

手取川昭和９年水害記録誌に関する 

感謝状贈呈式及びＣＤ寄贈式 
～ 作 成 に ご 協 力 を い た だ い た 方 々 へ の 感 謝 状 贈 呈 と 小 学 校 へ の 寄 贈 式 を 行 い ま す ～  

記者発表資料 

平成３０年 ７月 ６日 
配布：石川県政記者クラブ 
扱い：配布後解禁 

今から８４年前の昭和９年７月１１日、手取川では大水害が発生しました。 

再び巡ってきた７月１１日を迎えるにあたり、後世にその日のことを伝えていくため

の記録誌を今回作成しました。 

この作成にご協力いただいた方々へ感謝状を贈呈するとともに、あわせて手取川沿川

地域５市町内の小学校に、総合学習など防災教育の活用いただくものとして、記録誌の

データをＣＤにて寄贈します。 

地域の方々にも「７月１１日」を知っていただければと考え、その前日の７月１０日

に贈呈式及び寄贈式を行います。 

  

Press Release

 

金沢河川国道事務所 

ホームページ  

 



＜参考＞  
記録誌作成の趣旨  
 
・今から８４年前の昭和９年７月１１日、手取川では大水害が発生  
・しかしながら、当時のことを知る人は少なくなり、後世に伝えていくことが難しい状況  
・一方、水害に限らず、地震や津波など自然災害は様々な形で、いつ自身に降りかかってくるかわからな

いもの。  
・このような災害に備えていく、あるいは防災に対して意識を高めていくには、身近にあった出来事を実

際に体験した人から直接受け継いでいくことが大切（効果的）  
・特に、子供たちが過去の歴史を学ぶなかで、家庭や周囲と「防災について語る」きっかけづくりが出来

れば、それが地域全体での防災力向上につながるものと期待  
 
昭和９年７月１１日手取川大水害の内容               贈呈するＣＤ  
 
・死者 97 名、行方不明 15 名、負傷者 35 名  
・埋没耕地 2,113 町歩、流出耕地 695 町歩  
・家屋流出 172 戸、倒壊 65 戸、流出建物（住  

居以外のもの）160 棟、床上浸水家屋 586 棟  
・別当谷で大崩壊発生  
 
 
 

記録誌の表紙と内容の一部  
 
 

 

 

 


